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食前・食後に挨拶する人の割合 

食に関するアンケート結果 

栄養・食生活に関する問い合わせは 栗原市市民生活部健康推進課（℡22-0370）まで 

 

文部科学省「食に関する指導の手引」参照 

食事は身体や心を育んでおり、食卓に食事が提供されるまで多くの人が関わっています。

人々の生活は昔から動植物などの自然の恩恵に支えられて成り立っており、生産・流通・消費

など、食に関わる人々の様々な活動に支えられています。動植物の命と食に関わる人々に感謝

の気持ちを込め、挨拶をしましょう！ 

 

「いただきます」 

自然への恩恵、米や野菜などを作った人、

料理をしてくれた人への感謝などさまざ

まな感謝の気持ちが込められているとい

われています。 

「ごちそうさま」 

「馳走」は食事の用意で走り回ること。 

走り回って食事の準備をしてくれたこと 

に対する感謝の気持ちが込められている 

といわれています。 

第４期栗原市食育推進計画では、食事の前後

に挨拶をする人の割合が 100％になること

を目標としています！  

子どもたちのお手本となるよう、大人も 

食事前後の挨拶を忘れずに行いましょう。 
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